
ブロックサイエンス 2022  3/6 第 23回授業（下前）  

走ると動くパート２ 

前回制作した走ると動く仕組みを思い出してもらいます。 

タイヤが回転するとかみ合った歯車が前についた軸を回します。 

今回はその仕組みを改造します。前方についていた回転の仕組みを外し上部で回るように改良して

もらいます。 

説明でピンとこなかった人はホワイトボードに具体的なイメージを描いて考えてもらいました。 

だんだん理解して改良に入ってくれました。他の子の改良の様子をヒントにして作り始める子もいま

す。 

 

上の部分で回転する仕組みができたら坂道を走らせてみます。すると回転しながら走る様子を観察

できました。 

上部で回る仕組みを自由に改良してもらいます。プロペラのようにする子もいれば、部品を１つつけ

て回転させる子もいました。 

 

坂道で思うようにはしらない子はタイヤが車体にあたっていないか？回転する部品がどこかにあたっ

ていないか調べてもらいました。 

だんだんと走らせるコツがわかってきたようです。 

 

みんなの作った作品は？ 

 



 

 

後半は、さらに改良を加えてもらいます。 

プロペラのような仕組みもだんだんと大きくなり、いろいろな色を使うことで回転したときにきれいな模

様を描きながら走る車も現れました。 

 

部品をどんどん付け加えることで重くなり動きにくくなる車もでてきました。 

どうしてかということに気づいて改良できていました。 

 

みんないろいろな車を作って楽しんでくれました。 

 

それでは次回をお楽しみに！ 
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